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【総説論文】 
新学習指導要領を実施するための課題とその方略 
角屋 重樹（日本体育大学） 
 本稿は，新学習指導要領を実践するための課題とそのための方略を明らかにすること
を目的とした。この目的達成のために，新学習指導要領について 
１ どのような子供を育てるのか 
２ 教科等共通で育成する資質・能力 
３ 各教科等で育成する固有の見方や考え方  
４ 主体的・対話的で深い学びとなる学習指導  
という視点から構造的にとらえ、２～４のそれぞれにおいて課題とそのための解決方略
を明らかにした。 
キーワード：新学習指導要領，資質・能力，見方・考え方，主体的・対話的で深い学び
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Shigeki KADOYA (Nippon Sport Science University) 
The purpose of this study is to clarify tasks and strategies in the new course of study. This 
study discussed from following viewpoints and clarified tasks and strategies 2) ~ 4).  
1) what child’s abilities are cultivating
2) ability cultivated by all subject learning
3) specific perspective cultivated by each subject learning
4) teaching methods for proactive/interactive/deep learning
Key Words: new course of study, ability, perspective, proactive/interactive/deep learning 
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新学習指導要領を実施するための課題とその方略 
 
1. 問題の所在と目的 
 新学習指導要領が告示されると，新しい指導内
容は何で，削減された指導内容は何かという視点
が議論の中心となる。この議論の方法は，「木を見
て森を見ず」という考え方である。 
新学習指導要領は，本来，体系的な構造から作
成されていると考えられる。新学習指導要領を実
践するためには，まず，体系的な構造を把握する
ことから始める必要がある。 
新学習指導要領の体系的な構造を理解する一つ
の方法は，どのような子供に育てるのか，子供に
どのような力をつけるのか，学習指導をどのよう
に展開していくのか，という３つの視点からとら
えることである。子供にどのような力をつけるの
かに関しては，今回の学習指導要領では，教科等
共通で育成する資質・能力と，教科等で育成する
固有の見方や考え方に大別できる。学習指導をど
のように展開していくのかについては，主体的・
対話的で深い学びが求められている。 
 上述の背景のもとに，本稿は， 
１ どのような子供に育てるのか 
２ 教科等共通で育成する資質・能力 
３ 各教科等で育成する固有の見方や考え方 
４ 主体的・対話的で深い学びとなる学習指導 
 
という項目を設定し，それぞれについて新学習指
導要領を実践するための方略を明らかにすること
を目的とした。 
 
2. どのような子供に育てるのか 
 「どのような子供に育てるのか」に関しては，
中央教育審議会の答申「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善及び必要な方策などについて（答申）」，2016（平
成 28）年 12 月 21 日の p.13 によると，以下のよ
うに記載されている。 
 
（１）社会的・職業的に自立した人間として，我
が国や郷土が育んできた伝統や文化に立脚した広
い視野を持ち，理想を実現しようとする高い志や
意欲を持って，主体的に学びに向かい必要な情報
を判断し，自ら知識を深めて個性や能力を伸ばし，
人生を切り拓ひらいていくことができること。 
（２）対話や議論を通じて，自分の考えを根拠と
ともに伝えるとともに，他者の考えを理解し自分
の考えを広げ深めたり，集団としての考えを発展
させたり，他者への思いやりを持って多様な人々
と協働したりしていくことができること。 
（３）変化の激しい社会の中でも，感性を豊かに
働かせながら，よりよい人生や社会の在り方を考
え，試行錯誤しながら問題を発見・解決し，新た
な価値を創造していくとともに，新たな問題の発
見・解決につなげていくことができること。 
 
上述の（１）～（３）を，キーワードで表すと，
例えば，以下のように整理できる。 
（１）は自立する人間 
（２）は他者とかかわる人間 
（３）は自己を成長させる人間 
というように整理できる。また，（１）～（３）の
それぞれは，主体的，対話的，深い学びというキ
ーワードに対応していると考えられる。 
 
3. 教科等共通で育成する資質・能力 
教科等共通で育成する資質・能力は，知識・技
能，思考力・判断力・表現力，学びに向かう力・
人間性等の 3 点である。以下，知識・技能の習得，
思考力・判断力・表現力の育成とその方略につい
て述べる。 
 
3.1 知識・技能の習得 
 知識・技能，特に，基礎的な知識・技能は，例
えば，漢字や九九である。漢字 10 個を覚える場合
を例にすると，以下のことが考えられる。 
 子供が漢字を習得するためには，繰り返すこと
が必要となる。この繰り返しについては，子供が，
例えば，漢字を 1 つ覚えるというように自分で目
標を設定し，朝 10 回，昼 10 回，夜 10 回，寝る
前に 10 回書くという方法を工夫し実行し，覚え
る漢字と覚えた漢字を比べてどれだけ覚えたかを
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自己評価できるようにすることが大切である。 
 したがって，子供が知識・技能などを習得する
ためには， 
① 子供自らが何を覚えるかなどの目標を設定し 
② 計画し，実行し， 
③ 活動を振り返る 
ということを繰り返し行うこ必要がある。このこ
とは，子供が知識・技能を習得するための一つの
方略となる。 
 
3.2 思考力，判断力，表現力 
 思考力，判断力，表現力のそれぞれを子供に育
成するためには，まず，思考力，判断力，表現力
のそれぞれを明確にし，それらを学習指導レベル
で具体化し、その方略を明確にすることが必要に
なる。  
以下，思考力，判断力，表現力，のそれぞれに
ついて述べる。 
3.2.1 思考力 
 思考とは，ある目標の下に，子供が既有経験を
もとにして対象に働きかけ種々の情報を得，それ
らを既有の体系と意味付けたり，関係付けたりし
て，新しい意味の体系を創りだしていくことと考
えられる。つまり，子供自らが既有経験をもとに
対象に働きかけ，新たな意味の体系を構築してい
くことが思考であるといえる。ここでいう意味の
体系とは，対象に働きかける方法とその結果得ら
れた概念やイメージなどをいう。 
 したがって，思考力を育成するためには，子供
が対象に関して自分で問題や目標を設定し，既有
の体系と意味づけたり，関係づけたりして，新し
い意味の体系を構築していくという「すべ」が必
要になる。更に，思考力の育成のための意味づけ，
関係づけには，違いに気付いたり，比較したり，
観察している対象と既有知識を関係づける等の
「すべ」がある。 
そこで，思考力を育成するためには，子供が， 
① 違いに気付いたり，比較したりするという「す
べ」 
② 対象と既有知識を関係づけるなどという「す
べ」 
を獲得することが一つの方略となる。 
3.2.1.1 違いの気付きや比較としての思考 
 ここで，比べる力と関係づける力のそれぞれを
問題解決過程で具体化すると，以下のようになる。 
 教科等の問題解決活動において比べる力として
の思考力を育成するためには，まず，子供が直面
している文章や映像，図表，対象等について，対
象どうし，あるいは対象と既有の知識との間に違
いを見いだすことが必要になる。例えば，枯れた
植物と枯れていない植物の観察を例にすると，両
者の違いに気づくことである。このような違いを
見いだすことから，子供は対象の違いがどのよう
な原因（要因）によって生じたのかを考えるよう
になる。 
 ところで，対象の違いに気付くためには，比較
の基準が必要で，その基準のもとに対象を比べる
力が必要になる。また，比較するという場合，日
常の言語で「何と何を」比べているのかが不明確
なことが多い。このため，子供が比較する場面で
は，「何と何を比べている」かを明確になるように
教師は指導することが必要になる。 
3.2.1.2 関係づけとしての思考 
 関係づける力としての思考力を育成するために
は，子供が，生起している対象と既有の知識とを
関係づけ，その対象が生じる原因（要因）を発想
することが必要になる。したがって，問題解決の
ための見通しの発想場面では，子供が対象と既有
の知識を関係づけて，対象が生じる原因（要因）
を発想できるようにすることが必要といえる。 
 なお，問題解決のための見通しを発想する場面
では，教師は，「なぜ」という問いを用いることが
多い。見通しを発想する力の育成のためには，「な
ぜ」という問いよりも，「何が」「どのように」と
いう問いの方が有効な場合がある。 
今まで述べてきたことから，思考力を育成する
ための一つの方略として，子供が 
① 違いに気付くという「すべ」の獲得 
② 比較するという「すべ」の獲得 
③ 関係づけるという「すべ」の獲得 
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が考えられる。 
3.2.2 判断力 
 判断とは，子供が目標や問題に照らして獲得し
たいろいろな情報について重みを付けたり，ある
いは，価値を付けたりすることである。 
  したがって，子供に判断力を育成するためには，
子供が自分で目標や問題を見いだし，見いだした
問題に対して種々の解決方法や実行結果を対応づ
け，その中から適切なものを選択するという「す
べ」を獲得できるようにすることが必要になる。 
以上のことから，判断力を育成する一つの方略
として，子供が 
① 問題をもとに解決方法やその結果を整理する
という「すべ」の獲得 
② 問題と整合する解決方法やその結果を選択す
るという「すべ」の獲得 
などが考えられる。 
3.2.3 表現力 
 表現は，対象に働きかけて得られた情報を目的
や目標に合わせて的確に表すことといえる。した
がって，表現活動は，見通しのもとに実行結果を
得るための活動と，得られた実行結果を目的や目
標に対して的確に表出する活動から成り立つとい
える。 
 上述のことから，表現力を育成する一つの方略
として，子供が 
① 問題意識を持って表現すべき内容を獲得する
という「すべ」の獲得 
② 問題に整合させ的確に表出するという「すべ」
の獲得などが必要となる。 
特に，②は教師が書くモデルを提供し，子供が
それをまねることから始めることが一つの方略と
して考えられる。 
 
4. 教科固有における見方・考え方：理科における
見方・考え方を例に 
見方・考え方は，教科等の学びの過程の中にお
いて，対象をどのような視点でとらえ，どのよう
に思考していくのかという，対象をとらえる視点
や考え方である。 
理科を例にすると，見方・考え方は，おおよそ，
次のような特徴を有すると考えることができる。 
① 理科の見方・考え方は，領域により固有性が
ある。つまり，エネルギー，粒子，生命，地
球の領域など，子供の働きかける対象に違い
がある。 
② 対象の違いがあることからそれに対応する対
象をとらえる視点がある。例えば，「化学変化」
における酸化を例にすると，次のように考え
られる。酸化は，物質に酸素が結合する現象
である。このため，酸化によって物質が変化
する。酸化前後の物質の違いは，物質に酸素
が付加することによるので，反応後の質量が
増加するという視点でとらえるができる。 
③ 上述のように対象をとらえる視点を考えると，
それに対応した方法としての考え方がある。
それは酸化現象を例にすると，次のようにな
る。酸化前後の物質の違いを質量の増加とい
う視点でとらえるので，酸化前後の質量の変
化を調べるという考え方である。そして，そ
れを観察・実験で実証していくことになる。 
以上のような見方・考え方を通して，子供は対
象あるいは領域のそれぞれの固有の知識や技能，
対象に働きかける方法を獲得し，累積していくよ
うになる。 
 
5. 主体的・対話的で深い学びとなる学習指導 
主体的・対話的で，深い学びとなる学習指導過
程を構想し展開するためには，主体的・対話的で
深い学びに関するそれぞれの「すべ」が必要とな
る。 
 
5.1 主体的 
子供が主体的になる学習指導過程は，おおよそ，
以下の事例に示すように考えられる。それらは，
子供が， 
① 問題を見いだし 
② その問題となる事象を説明するための予想・
仮説を発想し 
③ 発想した予想・仮説の真偽を確かめるための
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実験方法を立案し，実験を行い 
④ 実験結果について考察し 
⑤ 獲得すべき事象の性質や規則性を明確にする 
とともに，新たな問題を見いだす活動である。 
第５学年「（２）振り子の運動」の単元を例とし
て，①～⑤の各場面における教師の手だてのモデ
ルを述べる。この例では，理想的な教師の働きか
け（教師の働きかけと記す）と，よくある教師の
働きかけ（ＮＧと記す）とを対比して示す。また，
このモデルにおいて，教師の手だてをＴ，想定さ
れる子供の反応をＳとしてそれぞれを示す。 
糸の長さや重りの重さ，振れが異なる２つの振
り子の運動において，両者の振り子の動きを観察
させることから，子供が問題を見いだすようにす
る。 
 
○ 振れが速い振り子と振れが遅い振り子の動き
を子供に観察させる。 
 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「どのように思うの？」 
Ｔ：「何がどのように違うの？」 
Ｓ：①「遅い方は糸が長く，重りが重い」 
②「速い方は糸が短く，重りが軽い」 
 
子供が問題を見いだすためには，事象の中から
違いを見いだすことができるようにする……授業
構成の視点１。 
 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「なぜこのようになる
の？」 
Ｔ：「何がそのような違いを生じさせているの？」 
Ｓ：「２つの振り子を比べると，糸の長さが異なっ
ている。だから，糸の長さが振れの速さに関
係すると思います。」 
Ｓ：「２つの振り子を比べると，重りのおもさが異
なっている。だから，重りのおもさが振れの
速さに関係すると思います。」 
Ｓ：「２つの振り子を比べると，振れ幅が異なって
いる。だから，振れ幅が振れの速さに関係す
ると思います。」 
Ｓ：「以上のことから，振れの速さが異なる原因は，
糸の長さ，重りのおもさ，振れ幅に関係する
と整理できます。」 
子供が問題となる事象を説明するための予想・
仮説を発想するには，教師が既有の学習経験を想
起させ，類似関係などを適用できるようにする…
…授業構成の視点２。 
 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「実験方法を考えてみ
よう。」 
Ｔ：「今までに学んだことを用いて調べる方法はな
いかな？」 
Ｓ：「成長の条件を調べるときに，調べる条件だけ
に注目し，それ以外の条件をそろえて比較す
る実験を行った。」 
Ｓ：「何が振れ速さに関係するかを調べるためには，
３つの条件のうち，１つの条件に注目して，
その他の２つの条件を制御すればよいと思
う。」 
 
Ｔ：「どのような結果が予想されるかな」 
Ｔ：「実験をしてみよう」  
Ｓ：糸の長さについて調べる場合 
  糸の長さが長い→振れが遅い 
    糸の長さが短い→振れが速い 
  と表せると思う。 
子供が解決方法を発想するには，既有の知識に
類推などを適用して発想できるようにする……授
業構成の視点３。 
 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「どのような結果が得
られたかな？得られた結果を整理してみよう。」 
Ｔ：「予想した結果と対比できるように 
Ｓ：糸の長さが長い→振れが遅い 
    糸の長さが短い→振れが速い 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「何がわかったの？」 
Ｔ：「どのような結果になりました？」 
Ｓ：糸の長さが長い→振れが遅い 
    糸の長さが短い→振れが速い 
  となりました。 
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Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「何がいえるの？」 
Ｔ：「実験結果と予想・仮説を比較すると，どのよ
うなことがいえるの？」 
Ｓ：「糸の長さを長くすると，振れは遅くなり，糸
の長さを短くすると振れは速くなる。この結
果は，糸の長さが振れの速さに関係するとい
う予想・仮説と一致した。」 
Ｓ：「だから，糸の長さが振れの速さに関係すると
思います。」 
Ｔ：「重りのおもさの影響を調べた実験結果はどの
ようなことがいえるの？」 
Ｓ：「重りのおもさは振れの速さに関係しなかった。
だから，『重りのおもさは振れの速さに関係な
いといえます。』 」 
子供に実験結果について考察させるには，予想・
仮説と実験結果を一致，不一致という視点で判断
できるようにする……授業構成の視点４。 
 
Ｔ：（ 教師の働きかけＮＧ）「何がわかったの？」 
Ｔ：「今日の学習から，何が解決できて，何が解決
できていないのかな？ 
Ｓ：「今回は，『糸の長さだけがおもりの振れの速
さに関係する』ことがわかりました。」 
Ｓ：「今回の実験は２種類の糸の長さや重りのおも
さ，振れで振れの速さを調べたので，糸の長
さの種類や重りのおもさ，振れを増やして振
れの速さを調べる必要があると思います。」 
 
上述のことから，子供が行ってきた問題解決過
程を見直し，新たな問題を見いだすようにするに
は，得た知識や技能である事象の性質や規則性を，
それらを得る手続きとともに，これから追究する
問題を明確できるようにする……授業構成の視点
５。 
今まで述べてきたことから，授業構成のための
ポイントは，以下の５点に整理できる。 
① 子供が問題を見いだすには，事象の中から違
いを見いだすことができるようにする。 
② 子供が問題となる事象を説明するための予
想・仮説を発想するには，子供が既有の学習
経験を想起し，類似関係などを適用できるよ
うにする。 
③ 子供が解決方法を発想するには，既有の知識
に類推などを適用して発想できるようにする。 
④ 子供に実験結果について考察させるためには，
予想・仮説と実験結果を一致，不一致という
視点で判断できるようにする。 
⑤ 子供が行ってきた問題解決過程を見直し，新
たな問題を見いだすようにするには，得た知
識や技能である事象の性質や規則性を，それ
らを得る手続きとともに，これから追究する
問題を明確化できるようにする。 
 
上述の①～⑤のそれぞれが成り立つためには，
以下のような「すべ」が必要と考えられる。 
① 自分で問題を見いだすためには，「違いを見つ
ける」という「すべ」 
② 自分で見通しを発想するためには，「既習と関
係づける」という「すべ」 
③ 自分で解決方法を発想するためには，「既習と
関係づける」という「すべ」 
④ 自分で結果としてのデータを整理するために
は，「実行結果を問題や見通しと比べ，整合さ
せる」という「すべ」 
⑤ 自分で，自己の問題解決過程を振り返るため
には，「①～④までの各過程を関係づけ，それ
らの整合関係を検討し，新たな問題を見いだ
す」という「すべ」 
 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
よって，主体的な問題解決が成立すると考えられ
る。 
 
5.2 対話的 
対話的になるということは，子供各自が目標に
関する見通しを実行したことに関して，自分にな
い見通しや実行結果を他者から得るということを
目指している。このため，実行結果の話し合いの
場面においては，実行結果であるデータを目標や
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見通し，実行方法や実行結果との関係で整理する
こと，及び他のグループのそれらと比較し，自己
のものを修正するという「すべ」が必要になる。  
 このような話し合いは，単なる話し合いから，
見通しや解決方法と，実行結果としてのデータと
の関係で，主張やその根拠についてそれぞれを比
べるというものである。 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
よって，学習指導が対話的になると考えられる。 
 
5.3 深い学び 
 子供の深い学びの学習になるためには，以下の
ような「すべ」が必要になる。 
① 振り返りで自己の見通しや解決方法が変容し
ていく自己変容（成長）を自覚的にとらえる
という「すべ」  
② 実行結果を，目標や見通し，実行方法との関
係で整理しながら，絶えず，他のグループの
それらを比較し自己のものを修正し豊かにす
るという「すべ」 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
より，学習指導が深い学びになると考えられる。 
 
6. おわりに 
新学習指導要領を実践するための課題とその方
略を明らかにするためには，まず、新学習指導要
領を体系的にとらえ，次に子供に育成する力とそ
の方略，及び主体的，対話的，深い学びを成立さ
せる具体的な方略を「すべ」という段階で具体化
することが大切といえる。 
 
付記 
 本稿は，日本教材文化研究財団，研究紀要平成
30 年度，No.48 に提出した原稿を，学術論文とい
う視点から加筆，修正したものである。 
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